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論文(Article)
近年のイン|ドクトリネーション論の動向
The Trends in Recent Views of Indoctrination
|
はじめに
甲 斐　 進 一
Shinichi Kai＊
づイ ン ド ク ト丿 ネ ー シ ョ ン 概 念 は、 多 様 に 解 釈 さ れ る 。 ガ ッ チ ェ ル （Richard H.
Gatchel ） に よ れ ば、.I欧 米 で は、 イ ン ド ク ト リ ネ ー シ ョ ン 概 念 は 以 下 の よ 引 こ変 遷 し
てい る 。1）　 犬
（1 ） 教 育 と キリス ト 教 教 義 の 植 付 け が 一 体 で あ っ た 中 世 ヨ ーロ ッ パ で は、 イ ン ド ク
ト リ ネ ー シ ョ ン と教 育 と は 同 義 で あ っ た 。
②　 ル ネ ッ サ ン ス 期 、 啓 蒙 時 代 を 通 じ て 、 イ ン ド クト リ ネ ユ シ ョ ン は 、 強 制 的 タ イ
プ の 教 育 を 意 味 す る よ う に な う た 。　　　　　　　　　　 六
丿3 ）17 世 紀 以 来 、 民 主 主 義 の 概 念 の 発 展 と ど も に 、イ ン ド ク ト リ ネ ー シ ョ ン と い
う 用 語 は 、 民 主 的 教 育 の 概 念 と 区 別 さ れ た 。 特 に 、 ア メ リ カ で は20 世 紀 に 入 っ て
こ の 傾 向 が 顕 著 に な っ た 。 デ ュ ー イ （John Dewey ）、 キ ル パ ト リ ッ ク （William H.
Kilpatrick ）、 ボ ー ダ （Boyd H. Bode ）、 チ ャ イ ル ズ （John L レChilds ） ら 多 く の 進 歩
主 義 者 は、 ド イ ツ 権 威 主 義 に対 ず る ア メ リ カ の 反 応 と一 致 し て 、 外 的 押 し 付 け と し て
の イ ン ド ク ト リ ネ ー シ ョ ンヘ の 攻 撃 を 強 化 し た 。 し か し 、 リ ベ ラ ル 精 神 の た め の イ ン
ド ク ト リ ネ ー シ ョ ン を 提 唱 す る カ ウ ン ツ の よ う な 立 場 もあ り 、 進歩 主 義 者 が す べ て 同
一 歩 調 を と っ た わ け で は ない 。
ス ヌ ー ク （I.A.Snook ） は、1970 年 代 に 、 分 析 哲 学 者 の イ ン ド ク ト リ ネ ー’シ ョ ン
研 究 が 、教 育 方 法 、意 図 、教 育 内 容 の い ず れ か に焦 点 を 当 て て い る こ と を 明 ら か に し 、
自 ら は 意 図 規 準 に よ る イ ン ド ク ト リ ネ ー シ ョ ン 概 念 の 正 当 性 を 主 張 し て い る 。 彼 の 所
論 に つ い て は 他 の 機 会 に 発 表 し た 。2）し か し 、 そ の 後 、 三 規 準 に よ る イ ン ド ク ト リ ネ
ー シ ョ ン研 究 に対 す る 批 判 的研 究 が 発 表 さ れ て い る 。 本 稿 は ス ヌ ー ク 以 後 の イ ン ド ク
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ニ　 ス ミス の所 論



















































































































| 四　 レ イ ウィ ド の所 論　　　　　　　　　　 十
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